
 

 

 

保育園の非常勤職員の不安は解消されず！ 

公共一般が区と団交 

「直雇用を希望する者に対しては本人の希望を尊重する」と回答 

不安が募る現場 

上石神井第二保育園が 2015年度より業務委託とな

るにあたり、当該の非常勤職員の来年の雇用につい

て東京公務公共一般労組は保育課と 8 月 5 日に団体

交渉を行いました。 

委託先の労働者の処遇が今までより引き下がって

は、練馬区の保育水準は保たれません。時給のみを

示しただけで詳細は不明のまま、当該の非常勤職員

は不安になるばかりです。 

なんと冷たい回答！ 

当日は練馬労連からも参加いただきました。要求

は「①区の直雇用で残りたい非常勤職員については

今まで同様の雇用と勤務時間の保障を確保すること 

②同じ職場に残る臨時職員について、委託業者へ年

次有給休暇の残りを委託先に繰り越せるように区が

申し入れ、労働条件の不利益変更がないようにする

こと、③委託先の雇用は有期なのか、交通費は全額

支給か、一日の労働時間は、などを委託先が開く説

明会で十分に説明できるように申し伝えておくこと

など」を強く求めました。 

区からは「①直接雇用の非常勤職員の勤務先や勤

務時間は全体の配置状況に応じて決定する、②雇用

主が変わるので年休は繰り越せない、申し入れ自体

強制になる、③不明な労働条件は個別に問い合わせ

てほしい」と回答。何年も練馬区のために働いてき

た職員に対して、なんと冷たいのでしょう！ 

委託でも労働者の労働条件に 

区は公的責任がある 

交渉の中で「直雇用を希望する者に対しては本人

の希望を尊重する」という回答を引き出しました。 

また、委託に伴う労働条件については、「まず組合

へ提案することが原則である」ことも最後に確認さ

せました。 

自治体の非常勤職員や委託の労働者をも組織して

いる組合、それが公共一般です。より良い公務公共

サービスを維持していくためには、委託運営となっ

た業務でも、そこで働く労働者の労働条件について

練馬区は責任を持たなければなりません。労働組合

は練馬区の公的責任をこれからも追及していきます。 

交渉後、説明会の実施を約束 

その後、8月 8日に保育課より公共一般へ電話があ

り、保育調整課が委託先に確認したところ「9月に入

っての説明会は二日間を用意をする。なるべく多く

の方が出られるようにするために設定する」とのこ

と。「雇用期間」「交通費」「休日保育」以上 3点につ

いて説明がされるとのことです。 

 交渉でこちらが訴えたことがすべてではなくと

も練馬区は動いてくれたようです。（公共一般・熊谷） 
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 「核兵器なくせ、憲法守れ」8・6に宣伝行動 

広島・長崎を忘れない！戦争する国にするな！59筆の署名集まる

8 月 6 日、練馬区職

労・東京土建・練馬原

水協や共産党区議団

などの 19 人が共同で

「広島の日」に練馬駅

前で宣伝行動を行い

ました。この日は広島

に地球上で 

初めての原子爆

弾が投下されて 69

年目にあたります。 

宣伝隊はチラシ

を配布し、署名に取り組みました。 

朝から、テレビ等での報道もあり、多くの区

民が関心を寄せていました。 

安倍政権がすすめる「集団的自衛権行使容認」

の戦争する国づくりが強行されようとしている

ことで街やの通行人の雰囲気が変わってきてい

るようです。 

「核兵器は一瞬にして街を焼き尽くし、多く

の人の命を奪い、何十年後も苦しみを続ける非

人道的な兵器で、人類と共存できない。来年は

被爆 70年・核兵器廃絶へ向けた国際会議（ＮＴ

Ｐ会議）が行われます。あなたの署名が国連に届き

核兵器廃絶の力になります。署名にご協力ください」

の訴えに、若い女性や、自転車に乗った青年も真剣

に聞き入り署名に手を伸ばし「核兵器廃絶のアピー

ル署名」に署名していました。 

59筆のアピール署名が寄せられました。 

原水爆禁止世界大会に参加しました…参加者から 

「戦争で国民が守られたことない」の被爆者の言葉が胸に 

 

 8月 4日から 8月 6日、広島にて原水禁世界大会

が 6,500名の参加で行われました。練馬の地域から

22名の参加、練馬支部からは藤井常任、松本憲法平

和対策部長(上石神井)、友成書記の 3名が参加しま

した。 

 広島において大会の 3日間はあいにくの雨でし

たが参加者の交流や活発な分科会、また原爆資料館

の見学を通して戦争の恐ろしさと平和の大切さを改

めて学習しました。さらに、参加者の松本さんから

は、「“戦争で国民が守られたことはない”、と語った

被爆者の坪井さんの言葉の強烈な印象など戦争を反

対するために何を学ぶか、がとても大切だと感じた」

との報告があり、これらの貴重な経験を今後の地域

や組合の運動などにいかしていきます。（東京土建練

馬支部書記・友成） 

原爆死没者・遺族として…70周年へむけて学び・交流 
22名の練馬代表団の団長として３日間の世界大会

に参加させていただきました。今年の大会は、来年

被爆 70周年、ＮＰＴ再検討会議を迎える跳躍台とも

言える歴史的な世界大会となりました。また、個人



的には昨年亡くなった義父守屋和朗の名が原爆死没

者名簿に書き込まれ奉納された平和祈念式典にも遺

族として参加できました。 

 開会式、分科会、閉会式では、「人道的影響」から

核兵器廃絶を求める着実な運動の広がり、核兵器禁

止条約を制定ささせる現実展望や日本や世界各地の

反核平和運動の感動的な報告など多くのことを学ぶ

ことができました。  

 練馬代表団は、神中さん、栗原さんなど往年の経験

豊かな活動家から初参加の青年やお母さんと一緒に

参加した小学生まで多彩なメンバーで構成され、１

日目夜は交流会で仲良くなり、速報「でんしょ鳩」

が区職の仲間の手によって発行され、終始、学びと

交流を深め合うことができました。ほんとうにあり

がとうございました。 （吉田良・都教組練馬支部） 

神奈川の仲間と福島・浪江支援「絆まつり」 
二本松・仮設住宅で「いまだ、復興のきざしが見

えず、多くの方々が困難な生活を強いられています。

…３・１１を風化させない取り組みこそ継続して行

っていきたい。」と、神奈川の仲間が計画し、現地の

みなさんとつくり上げた「浪江と神奈川の絆まつり」

に参加しました。 

 ８月２４

日、福島県二

本松の仮設

住宅で行わ

れた会場は

神奈川や山

形・福島の建

設の労働組

合や青年部

のみなさん

が前日から準備。盆踊りのやぐらを立て、テントを

建て、机やいすなども注文どおりに運んでいました。 

朝から続々とバスや自家用車で実行委員が到着。

総勢は１４０人にもなりました。浴衣を着た主婦の

会も到着。「浪江町の子どもが一番多い仮設住宅」と

いうことで、子ども向けの企画が多く、子ども工作

教室・射的・輪投げ・ヨーヨー釣り・流しそうめん・

スイカ割りなどを子どもたちが楽しんでいました。 

夕方からは「盆踊り」続々と仮設から浴衣姿の女

性が集まり、仮設の参加者は 270人を超え、全体で

420人の仲間が集う祭りになりました。 

神奈川・青年部のパワーにビックリ 

（練馬労連議長・金田 安夫記）この企画は、神奈

川建設労連青年部協議会の皆さんと仮設住宅の皆さ

んとの合同企画で実現した夏祭りでした。昨年も交

流があった浪江町の皆さんとのつながりもあり、今

回の企画に、練馬労連と東京土建練馬支部からも６

名で参加しました。神奈川の皆さんは、盆踊りのや

ぐらや提灯の設営をはじめ、地元の竹を活用した流

しそうめんの設置など、計画的に手際よく準備され、

盆踊りの浴衣を４００着も寄付されるなど、総勢１

４０名で参加された企画力には頭が下がりました。

私たちは、当日の午前の焼きそばと、夕方の盆踊り

には、いか焼きの出店で参加しました。たくさんの

出店の一つではありました

が、次から次に来客が続き、

忙しく楽しい出店になり、

浪江町民の皆さんや神奈川

の皆さんとの交流を深め、

夏祭りに貢献することがで

きました。浪江町の皆さん

と一緒に盆踊りにも参加でき、有意義な時間を過ご

すことができました。これからも、「被災地を忘れず」

一刻も早い被災者の救済と被災地の復興を求めて、

共同の輪を広げていきましょう。



ＣＵ東京・練馬が総会 50名をめざす 
８月２７日にＣＵ東京・練馬は第 5回の総会を練馬

労連事務所で行いました。参加者は１０人でした。

今年度、目標の３０人の組織を達成し、労働相談が

年間１０件にのぼり、松本さんの裁判闘争が始まる

など、個人加盟の労働組合の存在が重要視されてい

ます。今回、新たに「結婚祝い金・労働組合事故見

舞金」が加わり、充実した共済制度も魅力のＣＵ東

京・練馬を５０

人の組合にしよ

うと話し合いま

した。 

 

練馬労連拡大幹事会に参加しましょう 

日時 9月 20日（土）午前 10時～  

場所 練馬区立区民・産業プラザ「ココネリ」3 階 （練馬駅北口 1分） 

講師 酒井健雄 弁護士 代々木総合法律事務所 

テーマ 労働法制改悪と「松本さん不当解雇事件」 

 各組合報告をお願いします … 各組合は報告をお願いします 
   

≪練馬労連・関係の予定≫ 

9月 7日（日）１０時～ 練馬土建フェスタ（55周年記念行事）光が丘公園・芝生広場  

9月 8日（月）18時 30分～ 沖縄との連帯の夕べ 文京シビックホール 

9月 12日（金）18：30～「労働法制大改悪阻止」学習交流集会 ラパスホール 

9月 17日（水）12時 15分～ 都議会開会日行動 都庁第一庁舎前 

9月 18日（水）労働法制改悪反対・練馬実行委員会・呼びかけ人会議 

9月 20日（土）10：00～拡大幹事会 練馬区立区民・産業プラザ「ココネリ」3階（練馬駅北口 1分） 

9月 23日（休）13時～さよなら原発・全国集会 代々木公園 

9月 24日（水）11時 30分～松本裁判 地裁・13階 36部 

9月 25日（木）13時～ 日本国民救援会練馬支部大会（映画「松川事件」上映・松本善明さん語る） 

 9月 27日（土）～28日（日）練馬労連平和ツアー（伊豆大島） 

 9月 28日（日）東京地評大会 

10月 18日（土）13：30～練馬労連定期大会 練馬勤労福祉会館 

11月 8日（土）13時～ ビキニ事件 60周年「大石又七さん講演会」ココネリ 

12月 5日（金）練馬教育集会 ココネリ 

≪常幹等の日程≫ 練馬労連四役会議  ９月８日（月）19：00～労連  

第１１回常任幹事会 １０月 ８日（水）18：30～労連 

練馬労連平和ツアー2014「伊豆大島の旅」に参加しましょう 

日時…９月２７日(土)～２８日(日)  集合…２７日・午前８時・竹芝桟橋  

宿泊 民宿・朝海館(04992-2-8407)  

参加費…２万円(船代+1泊・２食+島定食)  

旅程 ８時４５分・乗船⇒ジェット船⇒１０時４５分 伊豆大島・着⇒被災地・見学大島憲章説明 ２８日 

自由行動 伊豆大島・発⇒午後８時３５分 竹芝桟橋・着(予定)  先着・40名 



 


